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写真提供 横須賀市消防局総務課 

 

「 横須賀市消防局 北消防署 追浜出張所新庁舎 」 

北消防署追浜出張所は、移転に伴い令和８年３月19日から新庁舎での運用を開始しました。 

(移転先住所：横須賀市夏島町２番地56、配置部隊：消防隊、救急隊) 



 

 

 

 

 

 

会員の皆様におかれましては、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。 

平素は、危険物安全協会の活動に格別の御理解と御支援を賜り、心より御礼申

し上げます。 

さて、危険物に起因する火災・事故は、全国的に発生数・発生率共に増加傾向

が続いております。危険物を取り扱う私たちには、日常の点検や手順の遵守、教

育訓練といった「基本の徹底」を重ねることで、安全管理の水準を継続して引き

上げていくことが求められていると、あらためて実感しております。横須賀市に

おいて、危険物に関する重大な災害が発生していないのは、会員事業所の皆様が

法令遵守はもちろん、自主保安の向上に真摯に取り組まれてきた結果であり、

日々の「当たり前」を丁寧に積み重ねてこられた皆様の姿勢が、地域の安心・安

全を支える確かな力となっています。日頃の御尽力に改めて感謝申し上げます。 

 一方で、事業を巡る情勢は、設備の高度化と老朽化への対応、人材確保や技

術継承など、課題が一層多様化しています。業務の効率化やデジタル化が進む中

にあっても、最後に安全を守るのは現場の「目配り」と「声かけ」です。ヒヤリ・

ハットの共有、手順の点検・改善などの地道な取組を、協会としても会員の皆様

と力を合わせて推進し、安全文化のさらなる浸透に努めてまいります。 

また、地震や風水害など自然災害への備えも、引き続き重要性を増しておりま

す。災害発生時には、初動対応の的確さ、情報の収集・共有、関係機関との連携

が、被害の拡大防止に直結します。平時からの訓練、連絡体制の点検、資機材・

備蓄の確認など、「発生後」ではなく「発生前」に整える備えを着実に進めるこ

とが肝要です。協会といたしましても、関係機関との連携をより一層深め、会員

の皆様の実務に資する情報提供と学びの場の充実に取り組んでまいります。 

 結びに、会員の皆様ならびに御家族の皆様の御健勝と御多幸、そして各事業

所の一層の御発展を心よりお祈り申し上げまして、会報発刊にあたりましての

御挨拶といたします。今後とも変わらぬ御支援、御協力を賜りますようお願い申

し上げます。

会長あいさつ 

横須賀危険物安全協会 

会長 大庭 大 



 

 

 

地域貢献活動の一環として、令和７年４月１5日(火)、久里浜少年院において、危険物取扱者

の資格取得を目指す少年たちにテキストを１０冊寄贈しました。 

このテキストは、久里浜少年院が行う「受験対策講習会（講師：横須賀市消防局予防課員）」で

使用されました。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和７年５月１３日(火)、セントラルホテルにおいて、第６０回総会を開催しました。 

以下の議案について審議が行われ、原案のとおり可決されました。 

 
  

《 地 域 貢 献 活 動 》 
久里浜少年院へ危険物取扱者受験教科書を寄贈 

（写真左）久里浜少年院 上野院長 

（写真右）大庭会長 

寄贈品 

〇第一号議案 令和６年度事業経過報告 

〇第二号議案 令和６年度収支決算報告 

〇第三号議案 会則の改正 

〇第四号議案 役員の改選 

〇第五号議案 創立６０周年記念事業実行委員会の 

設置について 

〇第六号議案 令和７年度事業計画 

〇第七号議案 令和７年度収支予算 

《 第 60 回 総 会 》 
会場 ： セントラルホテル 

会場の様子 



 

令和７年５月２１日（水）、横須賀市役所において、火災や地震の際にとるべき行動を掲載し

たクリアファイル約2,5００枚を横須賀市教育委員会に寄贈しました。 

クリアファイルは、市内の小学３年生に配布され、各小学校で実施される「防火教室」等で活

用されました。 

また、今年度から全国消防イメージキャラクターである「消太」を用いたデザインに変更しま

した。本デザインは、横須賀市経営企画部広報課と協力して作成しました。 

クリアファイルの素材は、石灰石から生まれた新素材「LIMEX（環境配慮素材）」を引き続き

使用しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和７年６月８日（日）から６月１４日（土）まで全国一斉に「危険物安全週間」が実施されまし

た。 

当協会では、６月10日（火）にヴェルクよこすかにおいて、「危険物保安セミナー」を対面とオ

ンラインのハイブリット形式で開催し、横須賀市消防局予防課員から「危険物施設の点検要領」、

「火災時の初期対応」について講義を受けました。会員事業所では、施設の自主点検、保安教育、

地震・津波対策の確認、消防訓練等の取り組みを行いました。 

  

《 危 険 物 安 全 週 間 》 
令和７年度危険物安全週間推進標語 「危険物無事故へ挑むゴング鳴る」 

新デザイン （写真左）新倉教育長 （写真右）大庭会長 

《 火 災 予 防 啓 発 活 動 》 
市内の小学３年生へ防火・防災クリアファイルを寄贈 

会場の様子 講義資料 



 

 

令和７年６月２０日（金）、横浜市中区の「神奈川県立かながわ労働プラザ」において、一般社

団法人神奈川県危険物安全協会連合会会長表彰等の表彰式が開催されました。 

当協会の皆様が、次のとおり表彰されました。 

●（一社）神奈川県危険物安全協会連合会会長表彰 優良危険物事業所 

・日触物流株式会社 追浜営業所 様  

・田中石材土木株式会社 様  

●（一社）神奈川県危険物安全協会連合会会長表彰 優良事業所 

・株式会社香取屋商店 様  

 

  

〇左写真 

・（写真左） 日触物流株式会社 追浜営業所  宮本 誠一 様 

・（写真右） 横須賀危険物安全協会  大庭会長 

〇右上写真 

・田中石材土木株式会社  後藤 亮輔 様 

〇右下写真 

・株式会社香取屋商店  小林 正明 様 

《 （一社）神奈川県危険物安全協会連合会表彰式 》 



 

 

地域貢献事業の一環として、ヴェルクよこすかにおいて、救急講習会を２回にわたり開催し

ました。 

１回目は、令和７年９月２日（火）、「普通救命講習会」を開催しました。目の前で突然倒れた方

の命を救うため、心肺蘇生法とAEDの使用方法等を学びました。 

２回目は、１２月３日（水）、「外傷救護法講習会」を開催しました。交通事故や労働災害を想定

した負傷者に対する「止血法」や「首の固定法」など、外傷救護活動に必要不可欠な手当てを学

びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年１０月２４日（金）、視察研修を実施しました。東京都多摩市にある「長谷工マンション

ミュージアム」の視察を行いました。マンションづくりの技術力や商品開発力等について、「見て、

触れて、感じて、学べる」展示を通し、理解を深めました。19名の皆様にご参加いただきました。 

 

 

  

救急講習会の様子 

《 第１回・第２回救急講習会 》 
会場 ： ヴェルクよこすか 

《 視 察 研 修 》 

視察研修の様子 



 

 

同和化学株式会社 

代表取締役 石黒和之 

 

毎年恒例となっている横須賀危険物安全協会の視察研修に本年も参加させて頂きま

した。10月24日金曜日午前９：００、視察先へ出発。今回の視察研修先は長谷工マンシ

ョンミュージアムでした。 

 

バス内で自己紹介など済ませた後、まず車内で危険物に係る教育ビデオを2本観て、

危険物の取扱いや危険性について再度勉強させて頂きました。 

個人では出来ない実験なども映像を通じて確認することが出来たので良かったと思

います。 

特にガソリンと灯油の引火実験映像を見たときにはガソリンの怖さを再確認しました。 

 

視察先へ到着後、1度会議室へ集まりオリエンテーションで研修の内容及び所要時間

の説明がありました。その後4班に分かれ研修が始まりました。 

私は3班でまず初めに３６０°シアターにて『はじまりの物語』太古の昔から現在に至る

までの集合住宅の成り立ちの映像を観ました。初めて３６０°シアターを体験したのです

が、大迫力の映像と音響に感動しました。 

次に集合住宅の歩み（歴史）のコーナーを見学。ここでは１９７３年から現在に至るまで

の、その時代の間取りやマンション価格の推移、その時代の金利などを知ることが出来

ました。昔と現在のマンションの間取りの比較の展示を見て、私的には昔の間取りの方

が落ち着く印象を受けました。マンションづくりのコーナーでは、ARを使ったマンション

の設計町作り体験などもさせて頂きました。 

マンションの防災コーナーでは、その時代に起きた災害について学び、新たな安全基

準を設け日々進歩していると感じました。柱の鉄筋も過去より頑丈な組まれ方をしてい

ました。今後も更に研究が進み、新しい素材が生まれ安全なマンションが作られて行くの

でしょう。 

 

視察研修を終え、再びバスで懇親会会場の横浜中華街ローズホテルの重慶飯店へ向

かう社内ではおおよそ２時間の研修後、喉を潤す飲み物が事務局より配られ小休止。懇

親会ではとても美味しい四川料理と紹興酒を堪能させて頂きました。そしてビンゴでは

１等賞を頂いたのと同時に視察研修の感想文を書く権利も頂きました。 

 

最後に、視察研修会を企画運営して頂いた事務局の皆様へ厚く御礼申し上げます。 

また、横須賀危険物安全協会の更なるご発展と会員皆様のご多幸をお祈りいたしま

す。  

視察研修記 



 

 

令和７年１１月９日（日）から１１月１５日（土）まで、全国一斉に「秋季火災予防運動」が実施さ

れました。会員事業所では防火ポスターの掲出及び自主消防訓練等を実施しました。 

また、１１月９日（日）横須賀モアーズシティ、11日（火）ウィング久里浜等、14日（金）追浜駅

において、横須賀市消防局予防課が開催した「消防広場」で、横須賀市防火・防災クラブや日

産自動車株式会社の硬式野球部等と協力し、防火・防災広報の一環として広報グッズの配布

を行いました。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

令和８年２月３日（火）、「令和７年度防災講演会」を対面とオンラインのハイブリット形式で開催

しました。 

講師に、小澤 光男 様をお招きし、『災害から身を守る力とは』をテーマに、ご講演いただき

ました。48名の皆様にご参加いただきました。 

 

 

 

令和８年３月１日（日）から３月７日（土）まで、全国一斉に「春季火災予防運動」が実施されま

した。３月１日（日）、nojimaモール横須賀において、横須賀市消防局予防課が開催した「消防

広場」で、防火・防災広報の一環としてノベルティグッズの配布を行いました。 

  

《 秋季火災予防運動 》 
２０２5 年度全国統一防火標語 「急ぐ日も 足止め火を止め 準備よし」 

《 防 災 講 演 会 》 
会場 ： ヴェルクよこすか 

《 春季火災予防運動 》 

広報活動の様子 



 

令和８年３月14日（土）、横須賀市役所において、令和８年消防関係表彰式が開催されました。 

当協会の皆様が次のとおり表彰されました。 

◇危険物の保安業務に関する優良者等表彰 

●市長表彰 優良危険物取扱者  ※順不同 

・日産自動車株式会社 追浜工場   大日向 正和 様 

・日産自動車株式会社 総合研究所   矢野 智宏 様 

・東邦化学工業株式会社 追浜工場   金井 博和 様 

・株式会社エフビット横須賀パワー 

・  横須賀パワーステーションアイウアイ ・栗原 悟 様 

・東洋観光株式会社             ・・石川 卓 様 

・生化学工業株式会社 久里浜工場   打越 浩二 様 

・一般財団法人 電力中央研究所  

グリッドイノベーション研究本部  ・・・・宮城 吏 様 

●消防局長表彰 優良危険物（少量）取扱事業所 

 ・鈴喜工業株式会社 様  

◇防火対象物の安全対策に関する優良者等表彰 

   ●市長表彰 優良防火管理事業所 

・三浦学苑高等学校  □田 和市 様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

《 令和８年消防関係表彰式 》 

後列右２人目から 横須賀危険物安全協会 桝本副会長 

中列左２人目から 石川 卓 様、打越 浩二 様、宮城 吏 様、□田 和市 様 

前列左端から    栗原 悟 様、金井 博和 様、矢野 智宏 様、岩見 陽介 様（大日向 正和 様 代理） 

鈴喜工業株式会社 

田島 陽一 様 



 

株式会社ホテルパレス 

代表取締役 大田 順子 

（寄稿 支配人 シールズ 由貴子） 

 

向春の候、協会員の皆様におかれましては、ますますご清祥のことと心よりお慶び申し上げ

ます。 

 

株式会社ホテルパレスは、1979年（昭和54年）11月6日創業、横須賀の地で長年にわたり

ご愛顧を賜ってまいりましたビジネスホテルでございます。客室は30室（シングル平均17㎡）

を備え、駅近の利便性とゆとりある客室空間、心を込めた丁寧なルームメイクにより、多くのお

客様よりご信頼とご好評を頂戴しております。近年は市内の宿泊需要の高まりもあり、安定し

た高稼働率を維持しております。 

 

1階には喫茶「馬やど」を併設し、和洋の食事やアルコールを提供し、地域の皆様の憩いの場

としても親しまれております。また、災害時に備えた防災教育や設備点検を徹底し、安全・安心

な滞在環境の確保に努めております。今後も地域社会の一員としての責任を果たしながら、よ

り一層のサービス向上に精進してまいります。 

  

協会員だより 

客室（シングル） 

ホテル外観 喫茶「馬やど」 



 

株式会社山本バーナ工業 

代表取締役 山本 博 

（寄稿 専務取締役 福島 貴弘） 

 

早春の候、会員皆様におかれましては益々ご清祥の事とお慶び申し上げます。 
 

当社の設立は昭和４９年2月、今年で５２年になります。 

創業は、昭和35年ごろ、バーナ(石油燃焼器)を市内、近隣市に販売をしておりました。需要

先は、個人で営む、和菓子、豆腐、煮豆屋さん等で使用する煮炊き釜・炉用です。創業者は、当

初このバーナと少量の灯油を自転車に積み又はバスを利用し(今ではNGです)売り歩いたそ

うです。この時期は、固形燃料(薪・石炭)から液体燃料(石油・重油)に変わりつつある時代でし

たので、煙がでず手間のかからない灯油バーナは大変喜ばれたそうです。個人宅では銭湯の利

用から家庭内風呂が普及し始めましたので石油風呂釜の販売取付をしておりました。 

 

時代とともに業界の市場はバーナ単体からボイラー設備(温水・蒸気)へと移り、顧客先もそ

れに伴いボイラーを使用する同伴旅館・ホテル、特殊浴場、クリーニング店、食品製造工場へと

変わりました。会社設立はこの頃です。 

近年は、前述の市中のお店の多くは無くなり、個人宅はガス設備に代わり、ボイラー設備を

使用する会社も廃業または大規模会社にとって代わりました。 

 

現在は、性能検査(年1回)を必要とするボイラー・熱交換器等の据付及び整備、付帯設備の

更新、配管工事、給食調理室等厨房設備工事及び保守整備を業務として、市内外で活動してお

ります。 

危険物関係の業務としては危険物施設新設改修工事、貯蔵タンク・配管の定期気密検査等を

行っております。 

創業時から今日まで石油を燃料とする器具・設備に携わり、業務活動を続けてまいりました

が、これらからもこの危険物設備に係る工事業務を確実に施工しお客様に安心を届けてまいり

ます。 

 会員皆様のご鞭撻を今後共、よろしくお願いいたします。 

協会員だより 

創業時のバーナ 危険物施設の改修現場 
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林野火災警報・林野火災注意報 とは 

近年、大規模な林野火災が全国で多発して 

います。そこで、横須賀市・三浦市では 

令和８年（2026 年）１月１日から 

 林野火災警報 ・ 林野火災注意報   
という新たな制度が始まりました。 

横須賀市・葉山町消防指令センター 

現在の発令状況 

制度の詳細はこちら 
（横須賀市消防局 HP） 

 毎年、１月１日から５月３１日までの間で、雨・雪などが少なく 

空気が乾燥している等、一定の気象条件に該当したときに発令 

されます。 

【１】 どんなときに発令されますか？ 

【２】 発令されると、何か禁止されるのですか？ 

林野火災警報 又は 林野火災注意報 が発令されている間は、 

対象区域（森林）内 において、次のような「火の使用」が禁止 

されます。 

① 火入れ   

② 花火 

③ たき火 など 

 
【３】 対象区域（森林）とは、どこのことですか？ 

  この制度の対象となる「森林」とは、神奈川県が定めた 

「地域森林計画対象民有林」の全域を指します。 

  詳細は、神奈川県 HP の「地域森林計画対象民有林位置図」 

から確認できます。                      

←※左図参照 

対象区域（森林） 

地域森林計画対象民有林位置図 

（神奈川県 HP） 

× 

【４】 現在の発令状況を確認したいときは？ 

 横須賀市・葉山町消防指令センターの HP で公開しています。                  

※右図参照→ 

発令中は 

ダメ！ 


